
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 
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お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 
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WITH通信  

August 

山の日(11 日)、振替休日(12 日) 

 

発行／ WITH治療院 

住所：〒542-0062 大阪府大阪市中央区上本町西5-2-7Mido上本町BLD502  

ＴＥＬ：06-4304-0255  Ｅメール：with.uehonmachi@gmail.com 

 

 

 こんにちは！院長の金子です。皆さん、いかがお過ごしでしょうか・・・。夏真っ盛りですね。夏バテ

などされていないでしょうか？エアコンなどをうまく利用して、水分をこまめに取り、夏バテや熱中症に

十分に気を付けてお過ごしください。 

さて8月は、花火大会、盆踊り、夏祭りなど、たくさんの夏のイベントが行われる時期ですね。ご自身

で浴衣を着る、または街中で浴衣を着ている姿を目にする機会も増えるのではないでしょうか。 

浴衣の始まりは、平安時代に貴族が入浴時に羽織っていた湯帷子（ゆかたびら）という羽織りものが起

源だそうです。「帷子」とは麻の着物のことを指します。蒸し風呂という方法（現代で言うサウナのような

もの）で入浴していて、その際に「蒸気でやけどしないため」「汗をとるため」また、「複数の人がいるの

で、自分の裸を隠すため」に「湯帷子」を着用していたそうです。浴衣が庶民の間で広がるようになった

のは、町民文化が発達した江戸時代のことで、特に、江戸時代後期には銭湯が広まり、庶民もお風呂に手

軽に入るようになったことから、湯上がり着として、着られるようになり、その後湯上り着から外出着へ

と変化していったとのことです。本藍染めという技法が生まれたことによって細かい文様を染めることが

できるようになり、浴衣に優雅で美しい柄ものが生まれ、多くの人が楽しんで着るようになりました。 

現代では、夏の風物詩や何かイベント事で着ることが一般的となっており、色や柄、形も多種多様とな

っていて、ブーツやハットと合わせたり、自己流・個性的に着こなす方もいらっしゃるようですので、今

年の夏は、「何年も着ていない」「着たことがない」という方もせっかくの機会なので、浴衣を楽しみに取

り入れて、お出かけされてはいかがでしょうか・・・。 
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 

２０１９．８月号 


